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Ⅰ．基本的な考え方 

１．策定の経過 

   平成 26 年 11 月、国は「まち・ひと・しごと創生法」を制定し、人口減少に歯止めをかけ

るとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保

して、将来にわたって活力ある日本を維持することに国を挙げて取り組むとする「地方創生」

の考え方を示し、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

それに基づき、本市では平成 28 年 1 月に、「第１期砂川市まち・ひと・しごと創生総合戦

略（以下「第１期総合戦略」という）」を策定し、「安定した雇用を創出する」、「新しいひと

の流れをつくる」、「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」、「時代に合った地域

をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する」の４つの基本目標を定め、

施策を推進してきました。また、計画期間については、市の最上位計画である「砂川市総合

計画（以下「総合計画」という）」と並行して戦略的に推進するため、５年間から６年間に延

伸しているところです。 

令和元年 12月、国は「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「国の第２期総合戦

略」という）」を閣議決定し、継続して地方創生の取り組みを推進することとしました。 

これらの経過を踏まえ、当市では「第２期砂川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下

「第２期総合戦略」という）」を策定し、継続して地方創生の取り組みを推進することとしま

した。 

２．戦略の概要 

   第２期総合戦略は、第１期総合戦略の考え方を継承し、４つの基本的な柱を「安定した雇

用や人材の活躍の場の創出」、「新たな人の流れの創出」、「若い世代の希望の実現」、「安心し

て暮らし続けられる地域づくり」としております。 

国の第２期総合戦略で新たに示された横断的な目標である「多様な人材の活躍を推進する」、

「新しい時代の流れを力にする」の２つを新たに取り入れ、人口減少と地域経済の縮小を克

服し、本市における「まち・ひと・しごと創生」の実現に向け、今後計画全期間の目標と具

体的な施策をとりまとめるものです。 

策定にあたっては、国の第２期総合戦略や、あらゆる場で誰もが活躍できる「一億総活躍

社会」の実現に向けた施策等を反映させるほか、新型コロナウイルス感染症のさまざまな影

響を踏まえ、感染症による意識・行動変容を前提とした計画とし、施策の実施にあたっては、

砂川市の特色や魅力を活かした自主的・主体的な取り組みを進めます。 
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３．計画期間 

第２期総合戦略の計画期間は、令和３年度から令和７年度までの５年間とします。 

４．めざす姿 

第２期総合戦略では、砂川市人口ビジョンで提示した「目指すべき将来の方向」として 

①安定した雇用の場を創出し、若者を中心とする人口流出に歯止めをかける 

②新しいひとの流れをつくり、交流人口の拡大を図る 

③結婚し、子どもを生み、育てられるような環境づくりを進める 

④高齢者が安心して暮らせるまちづくりに取り組む 

の４つを踏まえ、第１期総合戦略の評価結果や国の第２期総合戦略も反映させるほか、

砂川市第７期総合計画（以下「第７期総合計画」という）との整合性を図り、めざす姿

として以下の３つに重点を置き、施策を推進します。 

１）多様な人が関わり、活躍できる地域づくり 

雇用の創出や外部人材の獲得のほか、定住人口や交流人口の拡大、関係人口の創出など

により、進学や就職などで転出した人などを含めた多様な人々が、砂川市に愛着を持ち、

継続的に関わり、活躍することで、「これから住みたい」、「帰ってきたい」と思える地域づ

くりを推進します。 

２）子育て支援の充実により、安心して生み育て、働き続けられる環境づくり 

子育て世代が働きながら育児ができる環境整備や、経済的支援を通した育児負担軽減の

取り組みのほか、子育てに関する相談支援体制を充実させることで、子どもを安心して生

み育て、働き続けられる環境づくりを推進します。 

 ３）安心して暮らし続けることができる地域づくり 

砂川市地域包括ケアシステムの構築による高齢者への支援体制の整備、健康管理や運動

を通した健康維持・増進の推進、地域の住民の足である地域公共交通の確保、地域の防災

力を高める災害対策を推進するほか、新築、中古住宅の購入や住み替えの支援による良質

な住宅ストックの確保など、幅広い分野での施策を推進することで、住民が健康で安心し

て暮らすことができ、「ずっと住み続けたい」と思える地域づくりを推進します。 
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５．基本目標 

第２期総合戦略では、以下の４つの基本目標を設定します。また、４つの基本目標に共通

する、２つの横断的な目標を新たに設定しています。 

基本目標１ 安定した雇用を創出し、地域人材の活躍の場をつくる 

基本目標２ 新しいひとの流れをつくる 

基本目標３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

基本目標４ 安心して暮らし続けることができる地域をつくる 

  

横断的な目標１ 多様な人材の活躍を推進する 

横断的な目標２ 新しい時代の流れを力にする 

 

６．施策検証の枠組み 

本市は毎年、総合計画の基本事業におけるねらいの達成度を測る指標に基づき、事務事業の

進行管理等を実施しており、施策や政策の評価については、市民アンケート等により実施する

こととしています。これらの結果を踏まえ、職員一人ひとりが事業の成果を的確に捉えること

によって、効果的な行政サービスの提供を意識できるような仕組みを整えており、適切な PDCA

サイクルを実施しています。 

第２期総合戦略に掲げる各事業等については、効果を客観的に検証できる重要業績評価指標

（KPI）を設定するとともに、毎年、外部有識者による検証機関において評価をすることで、外

部有識者等の意見を反映させながら PDCAサイクルを実施し、各事業の進行管理を行うと同時に、

検証機関での意見等を踏まえながら、柔軟に事業の追加・変更等の計画変更も検討していきま

す。 

 

KPI 
Key Performance Indicator の略称で「重要業績評価指標」のこと。総合戦略では、施策

ごとの進捗状況を検証するために設定する指標のことをいいます。 

PDCA 
Plan（計画）、Do（実施）、Check（評価）、Action（改善）の略称で、総合戦略のマネジメ

ント手法として取り入れます。 

 

７．産官学金労言等との連携の推進 

総合戦略の策定、評価にあたっては、外部有識者による検証機関として砂川市総合戦略推

進委員会を設置し、産業界、行政機関、教育機関、金融機関、労働団体等の様々な立場から

意見をいただいています。 

第２期総合戦略においても引き続き、多様な団体との連携を推進しながら、地域一体とな

って総合戦略の推進に取り組んでいきたいと考えています。 

また、中空知広域市町村圏組合の構成市町である５市５町をはじめ、広域行政を担う北海

道との連携を推進し、最大限の効果が得られるよう取り組みます。 
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８．施策の市民への情報提供 

   施策の実施にあたっては、広報紙やホームページなどのほか、SNS を活用した速報性の高

い情報提供を行い、幅広く市民へ周知をすることで、施策の認知や利用の促進につなげるよう

取り組みます。 

 

９．SDGsの推進 

  SDGs（エスディージーズ）とは、平成 27 年（2015 年）の国連サミットで採択された「持続

可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」のことで、令和 12 年（2030 年）を期限

としています。持続可能な世界を実現するための包括的な 17の目標と、細分化された 169のタ

ーゲットで構成された国際社会共通の目標です。 

  国の第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略でも、「地方創生 SDGs」として、SDGs の目標も

取り入れた取り組みを進めており、第 7期総合計画においても、SDGsの推進が位置付けられて

いるところです。 

  第２期総合戦略においても、17の目標の視点を踏まえ、各施策に取り組みます。 
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Ⅱ．基本的方向と具体的な事業 

基本目標１ 安定した雇用を創出し、地域人材の活躍の場をつくる 

《基本的方向》 

○地域の企業とのマッチングの場の提供や働き手の育成、地方創生テレワークなどを通した

外部からの人材の獲得などにより、地域で活躍する人材の確保を図る。 

○多様な人材が活躍できる労働環境の確保や、中小企業の働き方改革を支援し、労働環境の

充実を図る。 

○地域ブランドの構築や ICTの活用により地域産業の強化を図り、安定した雇用の場を確保

する。 

数値目標 基準値 目標値 

就業者数※１ 7,740人（平成 27年） 6,300人（令和７年）※２ 

  ※１国勢調査の数値による 

  ※２人口減少に伴い生産年齢人口が減少しても、平成 27年の就業者の割合を維持するという

考え方に基づき目標値を設定している。 

 

（１）人材育成・雇用対策 

 

 

 

  ①地域人材の就労支援 

・若年者、女性、高齢者など幅広い人材が活躍できる労働環境の確保を進め、人材不足の

解消を図るほか、市内高校と連携し、市内企業の若年者の地元定着を図る。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

豊かな労働環境の充実支援事業 

・情報発信や研修会等を通して、働き方改革の推進や多

様な人材が活躍できる労働環境の充実を図る。 

砂川高校からの市内企業就職

率 

36.7％     40.0％ 

（令和元年）  （５年間） 

 

（主な関連事業） 

    ・砂川地域通年雇用促進協議会負担金事業 ・中空知職業訓練センター協会負担金事業 

    ・シルバー人材センター支援事業     ・勤労者共済会交付金事業 

    ・若年者就労支援事業 
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②企業立地等の促進による就労の拡大 

・企業施設の新設等をした者に対して助成を行い、企業の設備投資に係る負担を軽減し、

企業の立地や事業の拡大のほか、それに伴う就労の拡大を図る。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

雇用創出事業（企業振興促進対策事業） 

・企業施設の新設等をした者に対し助成を行う。 

施設新設等を行った企業の新

規雇用者数 

０人      15人 

（令和元年）  （５年間） 

 

（主な関連事業） 

    ・企業誘致推進事業 ・企業訪問事業  

 

  ③医療・介護従事者等の確保・育成 

   ・地域住民が安心して老後を迎えられるよう、特別養護老人ホームなどを運営する社会福

祉法人の安定的運営に寄与することを目的として、慢性的に不足傾向にある介護人材の

確保及び定着率の向上を図るため支援を行う。 

   ・医療従事者及び看護師の確保を図る。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

介護人材育成支援事業 

・市内で特別養護老人ホームなどを運営する社会福祉法

人に対して、介護職員の研修費用の助成を行う。 

研修修了者数 

１人      35人 

（令和元年）  （５年間） 

 

（主な関連事業） 

    ・医療従事者等確保事業 ・看護師確保事業（看護学生修学資金貸与事業） 

 

④農業の担い手の確保・育成 

   ・農作業受託組織を支援し、効率的かつ安定的な農業経営体を育成することで、地域にお

ける農作業の共同化や新たな受託組織設立の促進を図るとともに、耕作放棄地等の発生

を防止する。 

   ・新規の就農者を増やすことで、地域農業の振興を図る。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

農作業受託組織等育成支援事業 

・農作業を受託するために必要な農業機械等の購入に係

る経費を支援する。 

農作業受託面積 

KPIの設定が困難なため、 

実績値の管理とする 

新規就農者支援事業 

・新規就農者が農地の賃借や農業機械、資材を購入した

際に補助金を交付する。 

新規就農者数 

３人       ４人 

（第１期６年間） （５年間） 
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   （主な関連事業） 

    ・農業次世代人材投資事業 ・地域おこし協力隊事業 ・農業体験事業 

 

（２）産業の競争力強化 

 

 

 

  ①商工業振興策の実施 

   ・市内中小企業者を中心に異業種間の連携や交流を進め、地域資源や地域産業を活かした

製品づくりなどの取り組みを充実させるため、地域ブランドづくりを推進し、販路開拓

と売上拡大を図る。 

   ・熱意ある商業者の創出により市内での創業や事業承継を促進し、地域内での経済循環を

図る。 

   具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

地域ブランド構築事業 

・市内民間事業者、教育関係機関、金融機関、支援機関

など幅広い参加者のチーム化の整備や、情報発信、ブ

ランドの市場化、販路開拓機会の創出などにより、異

業種連携をさらに進め、地域資源を活かし、地域イメ

ージのブランド化を図る。 

チームを構成する事業者数 

21事業者     75事業者 

（令和元年）    （令和７年） 

地域ブランドの商品数 

22品      50品 

（令和元年）   （令和７年） 

創業支援事業 

・創業及び事業承継を希望する者に対し、ワンストップ

窓口の設置、セミナーの開催等の支援のほか、初期費

用の支援や事業開始後も経営相談等により継続した

支援を行う。 

創業支援事業に基づく新規創

業件数及び事業承継件数 

２件      ４件 

（令和元年）  （令和７年） 

 

（主な関連事業） 

    ・商工会議所活動促進事業 ・商工業金融対策事業（保証料融資・利子補給事業） 

    ・人材育成支援事業 ・商店街ふれあい事業 ・商業街路灯設置・維持費助成事業 

 ・商業街路灯無電柱化工事費助成事業 
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  ②農業振興策の実施 

   ・ICT 技術を活用したスマート農業を推進し、農作業の省力化や高品質生産等につなげる

ことで、地域農業の活性化と農業所得の向上を図る。 

・市内の農業者自らが生産した農産物等を活用し、製造・加工や流通・販売等を行う６次

産業化を推進し、新しい農業の展開を図る。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

スマート農業推進事業 

・ICT技術を活用したスマート農業として、ビニールハ

ウス自動開閉機の購入経費を補助する。 

機器を導入したハウス数 

０棟       100棟 

（令和元年）   （５年間） 

農業６次産業化支援事業 

・農業者と商工業者が連携し、生産・加工・販売を行う

連携事業を支援する。 

連携取組数 

KPIの設定が困難なため 

実績値の管理とする 

 

  （主な関連事業） 

・農業経営資金貸付事業 ・認定農家支援資金利子補給事業  
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基本目標２ 新しいひとの流れをつくる 

《基本的方向》 

○地域との多様な関わりを持つ人を増やすため、地方創生テレワークなどを通し、定住人口、

交流人口の拡大のほか、関係人口創出の取り組みを進める。 

○観光客受入体制の整備や施設整備等を図るとともに、効果的な観光 PRを推進する。 

○駅前地区の整備により、まちなかのにぎわい創出を促進する。 

○砂川高校及び在校生を支援することにより、魅力ある高校づくりを促進する。 

数値目標 基準値 目標値 

観光客入込数 1,625千人（令和元年） 1,638千人（令和７年） 

 

（１）地域と多様な形で関わる人口の拡大 

 

 

 

  ①移住定住の促進 

・移住を検討、希望している方へ砂川市の情報発信や支援などを通して、砂川市への移住

を促進し、定住人口を増加させる。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

移住定住促進事業 

・暮らしに関する情報発信を行うほか、お試し暮らし住

宅のテレワーク環境の充実などにより、現役世代を中

心とした移住定住につなげる。 

お試し暮らしの利用組数 

７組      55組 

（令和元年）  （５年間） 

医療・介護従事者移住定住促進事業 

・新築住宅の建設、建売または中古住宅を購入した、市

内の医療・介護施設等に勤務する、医療・介護従事者

に対し支援を行う。 

補助金交付件数 

－件      10件 

（令和元年）  （各年度） 
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  ②観光振興の推進 

・地域の観光資源の充実や、観光客受入体制の整備を図るとともに、様々な手法を用いた

効果的な観光 PR を推進する。 

・ふるさと応援寄附金をきっかけに砂川市に関心を持ってもらい、その後の持続的な関係

の構築につなげる。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

観光客誘客宣伝推進事業 

・道内外や海外からの観光客に対し、団体等と連携した

中で観光資源や受け入れ態勢の充実を図るとともに、

SNSなどの手法を用いた効果的な観光 PRを推進する。 

観光客入込数 

1,625千人  1,638千人 

（令和元年）  （令和７年） 

砂川観光協会ホームページ 

アクセス数 

132千件     134千件 

（令和元年）   （令和７年） 

ふるさと応援寄附金推進事業 

・「すながわ情報メール」の送信を通して、寄附者との

持続的な関係の構築を図る。また、企業版ふるさと応

援寄附金の取り組みについて検討する。 

ふるさと応援寄附者の情報メ

ール新規登録件数 

87件       120件 

（令和元年）   （各年度） 

 

（主な関連事業） 

・観光協会活動促進事業 ・納涼花火大会支援事業 

 

③まちなかのにぎわい創出 

・駅前地区を整備し、市民のまちなかへの訪問を促進し、にぎわい創出につなげる。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

砂川駅前地区整備事業 

・中心市街地のにぎわい創出に寄与する施設を整備す

る。 

施設前の歩行者通行数 

273人／日   327人／日 

（令和元年）  （令和７年） 

 

（主な関連事業） 

 ・中小企業等振興補助金（商店街活性化事業） 
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（２）高等学校の活性化 

 

 

 

  ①地元学校への進学促進 

   ・砂川高校に在学している生徒を支援することにより、砂川高校の教育活動の効果を高め、

教育の活性化、魅力のある学校づくりを推進し、定員の確保を図る。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

砂川高校支援事業 

・生徒の資格取得、進路実績の向上、部活動の活発化な

どにつながる支援等を行うことで、砂川高校の魅力を

高め、進学希望者の増加を図る。 

砂川高校入学間口数 

３間口     ３間口 

（令和元年）    （令和７年） 
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基本目標３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

《基本的方向》 

○結婚を希望する若い世代に対し、出会いの場などを提供することで結婚への支援を行う。 

○保健、保育などの連携を強化しながら、妊娠・出産・育児期を通した継続した支援体制を

充実させる。 

○男女とも働きながら安心して子育てができるよう、家庭環境の変化等に伴う多様なニーズ

に対応した保育サービスの充実を図るほか、子育てに係る様々な費用の助成を通して、子

育て世帯の経済的負担を軽減する。 

○ICT環境の整備などにより小中学校の学習環境の充実を図り、魅力ある学校づくりを推進

する。 

数値目標 基準値 目標値 

出生数※ 74人（令和元年） 108人（令和７年） 

  ※住民基本台帳上の出生数（１～12月） 

  

（１）若い世代の結婚支援 

  ①婚活支援の推進 

・独身男女の出会いの場を創出する団体を支援することで、砂川市への定住促進や結婚支

援を推進し、地域の活性化を図る。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

すながわ出会い創出支援事業 

・独身男女の出会いを創出する事業を実施する団体等に

対して補助金を交付するほか、すながわ出会い創出支

援協議会により団体等の取り組みを支援する。 

実施事業への参加者数 

０人       30人 

（令和元年）   （各年度） 

結婚新生活支援事業 

・婚姻を予定している男女の経済的な負担感を緩和する

ため、新生活に要する費用の一部を支援する。 

支援を受けた組数 

－組       ５組 

（令和元年）   （各年度） 
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（２）妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援 

 

 

 

  ①妊娠・出産への支援の実施 

・安心して子どもを生み育てることができるよう、生まれる前から子育て期まで切れ目な

く総合的に支援を行う。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

特定不妊治療費助成事業 

・特定不妊治療を受けた夫婦の経済的な負担を軽減する

ため、治療費の一部を助成し、子どもを望む夫婦が妊

娠・出産できる環境を整備する。 

利用者アンケートにおいて

「満足」と回答した割合 

100％       100％ 

（令和元年）   （各年度） 

妊婦一般健康診査費用助成事業 

・妊婦が出産までの間、安心して妊婦健康診査を受診で

きるよう、国の規定回数を超える健診費用及び超音波

検査費用を助成し、経済的負担の軽減を図る。 

妊婦健康診査補助券使用枚数 

525枚       670枚 

（令和元年）   （各年度） 

子育て世代への切れ目ない相談支援事業 

・安心して妊娠・出産・育児を行い、子どもの成長発達

に応じた育児ができるよう、子育て世代包括支援セン

ター事業を実施し、妊娠期からの継続した相談支援体

制及び学習機会などの充実を図る。 

訪問指導実施率 

－        100％ 

（令和元年）   （各年度） 

陣痛タクシー事業 

・陣痛が起きた際の妊婦の不安を解消するため、陣痛時

に自宅（実家）から産院まで 365 日 24 時間優先して

タクシーを配車するとともに、タクシーの利用料金の

全額を助成し、経済的負担の軽減を図る。 

陣痛タクシー利用登録率 

44.7％      60％ 

（令和元年）   （各年度） 

    

（主な関連事業） 

    ・乳幼児健診事業 ・妊婦歯科健診事業 ・子育て世代包括支援センター事業 

    ・乳児教育推進事業 
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  ②子ども・子育て支援の充実 

   ・働きながら安心して子育てができるよう、家庭環境や就労形態などの多様なニーズに対

応した保育サービスの充実を図る。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

病児・病後児保育事業 

・児童が病気中又は病気の回復期にあり、かつ、保護者

による保育が困難な場合、児童を一時的に預かり、保

護者の子育てと就労等の両立を支援する。 

病児・病後児保育充足率 

100％      100％ 

（令和元年）   （各年度） 

市立保育所開放事業 

・未就園児と保護者に対し、遊びの場の提供や保護者同

士の交流、子育てに関する相談等を実施し、保護者の

子育ての負担軽減を図る。 

参加親子組数 

102組      150組 

（令和元年）   （各年度） 

市立保育所一時保育事業 

・保護者の育児に伴う負担解消のため、保護者の傷病等

により一時的に保育に欠ける児童に対し保育を行い、

子育て支援の充実を図る。 

一時保育事業実施率 

100％       100％ 

（令和元年）   （各年度） 

学童保育事業 

・保護者の就労等により保育に欠ける小学生に対して、

児童の安全と健全な育成を図るため、遊びの場及び生

活の場を提供する。 

学童保育所待機児童数 

０人       ０人 

（令和元年）  （各年度） 

    

（主な関連事業） 

    ・放課後子ども教室推進事業 ・乳幼児教育推進事業 

    ・市立保育所延長保育事業  ・市立保育所乳児保育事業 

   ・市立保育所広域入所事業  ・家庭児童相談事業 

   ・子育て支援センター事業  ・ファミリーサポートセンター事業 

   ・フッ素塗布事業      ・フッ化物洗口推進事業 

   ・私立幼稚園一時預かり委託事業 ・家庭教育セミナー推進事業 

 ・放課後子ども教室運営事業 
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  ③子育て世帯の経済的負担の軽減 

   ・子育て世帯を経済的に支援し、保護者の育児に伴う負担の軽減を図る。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

ふしぎの森利用無料クーポン券支給事業 

・北海道子どもの国にある有料施設であるふしぎの森が

利用できる無料クーポン券を保護者に配付し、子育て

世帯の負担軽減を図るとともに、親子が一緒に過ごす

機会につなげる。 

クーポンを利用した世帯の割

合 

57.7％      60％ 

（令和元年）   （令和７年） 

乳幼児等医療費助成事業 

・未就学児の医療費を一部無料化するほか、小学生の医

療費の負担金を一部軽減し、子育て世帯の負担の軽減

を図る。 

対象者１人当たりの助成額 

－         8,400円 

（令和元年）   （各年度） 

インフルエンザ任意予防接種費用助成事業 

・中学生以下のインフルエンザの発症や重症化を予防

し、接種しやすい環境をつくるため、接種費用を助成

し、経済的負担の軽減を図る。 

接種率 

55.9％      60％ 

（令和元年）  （令和７年） 

（主な関連事業） 

    ・多子世帯保育料負担軽減事業 ・保育料軽減事業 ・保育所副食費負担軽減事業 

・子育て支援指定ごみ袋配布事業 ・乳児おむつ無料クーポン券支給事業 

・予防接種事業 
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④小中学校の学習環境の充実 

   ・児童生徒への教育支援により、小中学校の学習環境の充実を図る。 

   ・将来にわたり子どもたちの持続的で健全な育成を図るため、小中学校の適正規模・適正

配置を推進する。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

放課後学習サポート事業 

・学校の授業の進度によらない基礎基本の定着、家庭学

習の習慣化を身につける機会として、放課後に追加の

学習支援を行う。 

授業理解度※ 

85.0％     87.5％ 

（令和元年）  （令和７年） 

中学校英語教育推進事業 

・英語検定費用を助成し、生徒の英語力や学習意欲の向

上につなげる。 

英語検定合格率 

－      50％ 

（令和元年）  （令和７年） 

市立小中学校適正規模・適正配置検討事業 

・小中学校の適正規模・適正配置を推進し、統一的な教

育活動の維持・確保等、充実した教育環境の整備を図

る 

KPIの設定が困難なため 

設定しない 

※全国学力・学習状況調査における小学校の設問「国語、算数の授業の内容はよく分か

る」の問いに対し「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童の割合 

 

（主な関連事業） 

    ・小中学校施設整備事業 ・学校教材備品充実事業 ・GIGAスクール推進事業 

 ・学校運営協議会活動推進事業 
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基本目標４ 安心して暮らし続けることができる地域をつくる 

《基本的方向》 

○市民が地域で安心して暮らし続けることができるようにするため、地域包括ケアネットワ

ークの構築を進め、在宅医療・介護連携の推進を図る。 

○高齢者が健康で自立した生活を送ることができるよう、健康管理や在宅生活の支援などに

より、高齢者福祉対策の充実を図る。 

○地域公共交通の確保や、災害対策の実施により、誰もが安心して暮らし続けることができ

る地域づくりを推進する。 

○子育て世帯を中心に良質な住宅を提供するため、良質な住宅ストックの確保及び流通の促

進を図る。 

○中空知５市５町を中心に、市町間における生活基盤施設などの機能分担や共同化など、広

域的な取り組みについて連携を進める。 

数値目標 基準値 目標値 

人口増減率※ 
△7.04％ 

（平成 27年～令和２年） 

△5.13％ 

（令和２年～令和７年） 

  ※５年間の人口増減率 

 

（１）安心なくらしの確保 

 

 

 

  ①地域包括ケアシステムの充実 

・高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるようにするため、介護・

医療・予防・住まい・生活支援を切れ目なく一体的に提供する地域包括ケアシステムを

推進する。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

砂川市地域包括ケアネットワーク事業 

（情報共有ネットワーク事業） 

・在宅医療・介護連携の推進を図るため、ICTを活用し、

砂川市立病院の医療情報などを市内外の医療機関及

び介護事業所等で共有する。 

事業所が参照したデータ件数 

21,866件（令和元年） 

22,000件（各年度） 

 

   （主な関連事業） 

    ・病院群輪番制運営事業 ・在宅当番医運営事業  ・医療機械器具整備事業 

    ・健康診断（検診）事業 ・がん相談支援事業 
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  ②健康維持・増進の推進 

・地域住民の健康管理を充実し、的確かつ効果的な保健指導等の推進を図ることで、市民

の健康維持・増進及び介護予防等につなげる。 

・総合体育館にトレーニング機器を導入し、生活改善指導等を実施することで、健康増進、

運動機会の増を図る。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

健康管理支援事業 

・健康の維持・増進及び病気の重症化予防を図るため、

市民の健康管理の入口となる健康診査の受診勧奨を

行い、健診受診率を高め、受診後に保健指導等を実施

することで市民自らが健康管理できるように支援す

る。 

国保特定健診受診率 

54.7％     60％ 

（令和元年）   （令和７年） 

健康ポイント事業 

・健康意識の向上と疾病予防を図るため、健康診査、が

ん検診等健康づくりに関する市の主催事業等に参加

した市民に健康ポイントを付与し、規定のポイントに

達した場合、特典と交換する。 

参加申請者数 

991人     1,250人 

（令和元年）  （令和７年） 

 

若年者生活習慣病予防健診事業 

・早期からの生活習慣病予防への関心を高め、生活習慣

病の発症予防・重症化予防につなげるため、中等度・

高度肥満の割合が全国・全道と比較して高い小学５年

生及び 20歳から 39歳までの職場等で受診機会のない

被扶養者を対象に、健診及び保健指導を実施する。 

保健指導実施率 

－       100％ 

（令和元年）   （令和７年） 

いきいき元気推進事業 

・健康・運動指導のための職員によるトレーニング機器

等を活用した生活習慣改善指導や、親子でのスポーツ

レクリエーション活動の実施により、市民の健康増進

や運動機会の増を図る。 

レクリエーション活動等の 

利用者数 

－       480人 

（令和元年）   （各年度） 

    

（主な関連事業） 

    ・健康診断（検診）事業 ・通年型介護予防教室いきいきシニアプログラム事業 
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  ③高齢者等の在宅生活の支援 

   ・高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるようにするため、地域で

高齢者を見守る体制を構築する。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

地域高齢者見守り事業 

・地域における高齢者に、町内会等、民生委員、市及び

地域包括支援センターの連携体制による見守りを実

施する。 

情報交換を実施した団体数 

（３年で一巡） 

30団体     30団体 

（令和元年）   （各年度） 

生活支援体制整備事業 

・高齢者の日常生活上の支援体制の充実などを図るた

め、高齢者のニーズ及び地域事情の把握を通して介護

予防、在宅生活に係るサービスの充実に努める。 

地域事情の把握に努めた町内

会・自治会の数 

４団体      15団体 

（令和元年）  （５年間） 

 

   （主な関連事業） 

    ・除雪サービス事業 ・屋根雪下ろし等費用助成事業 ・在宅高齢者配食サービス事業 

    ・地域包括支援センター運営事業 ・いきいき運動推進員事業 ・高齢者情報提供事業 

    ・ふれあいセンター講座事業 ・居宅介護住宅改修資金貸付事業 

 ・高齢者等安心住まいる補助金  

     

  ④地域公共交通の確保・維持 

   ・地域の公共交通の維持・確保のため、JR砂川駅の設備改善による利便性の向上の実現に向

けた取り組みを継続するほか、市民生活を支える公共交通の利用促進と情報発信に努める。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

ＪＲ砂川駅設備改善事業 

・高齢者や障がい者等をはじめとする JR 砂川駅の利用

者の利便性の向上を図るため、砂川駅の東口整備等の

設備改善を進める。 

KPIの設定が困難なため 

設定しない 

予約型乗合タクシー運行事業 

・市民の日常生活に必要な交通手段を確保するため、自

宅から市街地の間を移動する予約型乗合タクシーを

運行する。 

乗合タクシーの利用者数 

8,431人     8,431人 

（令和元年）   （各年度） 

 

   （主な関連事業） 

    ・バス路線確保対策事業 
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  ⑤災害対策の実施 

   ・市民の生命と財産を守るため、施設整備などにより災害リスクの軽減を図るとともに、

市民の防災意識の向上を図るなど、災害に備えた対策を講じる。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

防災情報発信事業（災害対策事業） 

・防災情報の迅速な伝達のため、SNS等を活用した情報

伝達手段の確立を図る。 

SNS 砂川市公式アカウント登

録率 

－       13％ 

（令和元年）  （令和７年） 

自主防災組織育成事業（災害対策事業） 

・市民の防災意識の向上を図り、災害に強いまちづくり

を進めるため、自主防災組織の育成を行う。 

自主防災組織数 

13団体     15団体 

（令和元年）  （令和７年） 

 

   （主な関連事業） 

    ・指定避難所再編事業 

 

（２）空き家の利活用等を推進した住宅ストックの強化 

 

 

 

  ①良質な住宅ストックの確保 

   ・空き家発生の予防や流通・活用の促進、持ち家の取得・リフォームなどへの支援を行い、

良質な住宅の確保を図るとともに、安全に安心して住み続けることができる住環境づく

りを進める。 

   ・世帯規模や住まい方の変化などによるニーズに対応するため、高齢者や子育て世帯の円

滑な住み替えを推進する。 

   具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

ハートフル住まいる推進事業 

・新築住宅の建設、建売または中古住宅の購入者及び住

宅改修等をする者に対し、補助金を交付する。 

補助金交付件数※ 

216件      150件 

（令和元年）   （各年度） 

住み替え支援事業 

・中古住宅の把握及び利活用に係る情報提供を行うほ

か、補助金を交付し、住み替え時の負担軽減を図る。 

補助金交付件数※ 

115件      87件 

（令和元年）   （各年度） 

    ※令和元年の件数は消費税増税前の駆け込み需要による一時的な増のため、目標値の 

設定については、過去５年の平均件数を指標としている。 

 

   （主な関連事業） 

    ・公営住宅等長寿命化型改善事業 ・団地環境整備事業 ・公営住宅住環境整備事業 
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（３） 広域連携による経済・生活圏の形成 

 

 

 

  ①他の地方公共団体と連携した施策の実施 

   ・行政区域を越え、課題・問題の解決や地域振興を推進し、持続可能な地域づくりを進め

るため、中空知広域市町村圏組合や中空知定住自立圏など、近隣市町と連携するほか、

北海道との連携を推進する。 

具体的な事業 重要業績評価指標（KPI） 

広域行政推進事業 

・中空知広域市町村圏組合の連携を深め、圏域の充実発

展を図ることで、本市の充実発展につなげる。 

KPIの設定が困難なため 

設定しない 

定住自立圏推進事業 

・中空知圏域の連携協力により、生活機能の確保や相互

利用等を図ることで、地域住民の利便性を高める。 

KPIの設定が困難なため 

設定しない 

 

（４）市民が地域づくりの担い手となる環境の確保 

 

 

 

  ①市民が主体的に地域づくりに参画することができる環境・仕組みづくり 

   ・協働のまちづくりの実現に向け、市民・地域・行政などが信頼関係を築き上げ、市と市

民が対等な立場で互いの役割と責任を認め合うとともに、相互に補い合い継続して行動

していくための環境づくり、体制づくりなどの取り組みを進める。 

   ・町内会活動などの地域コミュニティを促進することで、地域に連帯感をもたらし、とも

に支え合う地域社会を築くため、市民、事業所、NPO、行政などがそれぞれの専門性や役

割を発揮し、互いに連携してボランティア活動等を継続的に実施していく体制の構築に

向けた取り組みを進める｡ 

   （主な関連既存事業） 

    ・協働の環境づくり推進事業     ・地域コミュニティ活動支援事業    

・町内会による街区公園管理事業   ・公営住宅敷地内草刈等作業奨励事業 

・地域交流センター運営管理委託事業 
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